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　　　　　　　　　　　　 〈 目的〉

物事 の 関係 性を効率 よ く学習するた めの 方 略 として、排他律を用　　　　　　　　　　Table　l 訓練ス テ ッ プの 条件

い た手 続 きが使 用 され る。排 他律 とは、見本刺 激 と して未知 朿1瞰 が

提 示 され、比較刺激 と して既知刺激 と未知刺 激が 存在す る場合、既
知 刺激を排除 し、未知刺激を選択する こ とを い う。VHdi律に よる 学

習の 効 率化は、未知 刺激 と既 知刺 激 の 関係 性を捉 え る学 習 を促進 す

る こ とか ら、排 他律 を用 い た訓練 を継 続 す る こ とで 未 知刺激 が班 知

朿ltekkに変化す る 可能 腔が 高い と考え られ る。そ こ で 、本研 究で は、

視覚障害を有す る 自閉症者に 対 して 排他律 を用 い た、弁 別 訓練を実

施 し、そ の 効果 を検討 した。

　　　　　　　　　　　　 ＜ 方法 ＞

1．対象者

中途に よ る視覚障害を有す る生活年齢 24 歳の 自閉症男性，知的

障害更生 通 所施設 に 所風 過 去 の 訓練に よ り、「コ ッ プ 」 「おffA　fテ

ー
プ 」 の 弁別 は 既 に獲得され て い 為 また 、奥山 ・井 澤（2007）に よ

り、排他律を用い た弁別訓練が実施され、排他律の 成立 に よる学習

釧 足進 が 示 され て い た。

2．指導の 概要：

　木箱の 中に未知刺激と既知刺激を配置 し、MT が 「○○ とっ て ね］

と音声指示 を行っ た 訣 像 者に は 見 本刺激に 合致 した 刺激 を 選択 す

る こ とが求め られ た 。見本勅 敷お よ び 既知刺 激 の 配 置、見 本束1臘 の

提示 は ラン ダム とし、正 反応に対 して は、言語賞賛お よび 1 次性の

強化 子 （ジ ュ
ー

ス 、チ ョ コ な ど）が 提示 され た。誤反 応に 対 して は、

再度、MT が音声指示 を提示 し、　 ST が 身体誘導を行レ修 正 した，

3．刺激

　 未 知刺激 と して 表面 に 凹凸 の あ る 円柱形の 容器を 「ぎざぎざ」、

凹凸 が ない 円柱形 の 容 器を 「つ る つ る 」 と命 名 し使 用 した。ま た、

テ ス トにお い て 「っ み き」 を未知刺激 と して 使用 した。既知 醐激 と

して、「コ ッ プ」 「お 皿 」 「テ
ープ 」 を使 用 した。

4．訓練ス テ ッ プの 条件

　対象者の 課題への 動機 づけを高 めるた めに、銑 に獲得 して い る既

知刺激同士 の 弁別 と排他律を用 い た弁別訓練 とを組み合わ せ て 訓

練を実施した。訓練 ス テ ッ プの 条件を Tbble　1に 示 した u
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　 　 　（テ スト）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＜ 結 果お よび考察 ＞

　F雇 1に各ス テ ッ プの 正反 応率と触 り代 え率を示 した。触 り代え

率 とは 、触 り代えが求め られ る場面におい て 触 り代え を行 っ た回数

を 百分率で 表 した もの で あっ た。指導の 結果、既知刺激 とぎざぎざ

の 弁別 訓練 で は、Step　3 に お い て 100％の 正 反応 率 を達 成 した。

既知 刺激 と 「っ るっ る」 の 弁別 訓練 で は、Step　4 にお い て 100％

の 正 反応率を達成 した．

　既 知刺 激 と 「ぎざぎざ」 お よび既 知弔轍 と 「っ るっ る1 の 弁別訓

練に お い て 、100％の 正 反応率を達成 したが、未知刺激同士 を提示

したテ ス トにおい て 正反応・率の 上 昇が 見 られな かっ た 。 この こ とか

ら撲他律に よ る弁別 は成立 した が、未知朿1緻 の 既知刺激への 変容は

成立 してい ない と考 え られ る。山本 （1992）に よれ ば、刺激 の 1対 1

の 関係 を成立 させ るた め には少 な く と も 3 選 択以 トの 比 較刺激を

用 い た 条件性 弁別 が必 要 だ とされ て い るe こ の こ とか ら本 研 究の 現

時点にお ける検討で は不十分で ある。そ こで 、今後は未知 律嫐 か ら

既知刺激へ 移行 するため の 訓練条件を検討 して い く必 要が あ る。
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